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巻頭言「あこう誕生」

心願と博卦

目　　次

1・・顧　問　　　　宮　地　伸　夫・r▼′・…‥j貫

′JR00M　八　並　幸　夫－・‥‥ゲ

ごまだらちようの越冬婁虫の飼育…・…㍉22R

霧島採集旅行

熱帯魚の飼育‥－・

霧島採集旅行の夜

桜島の構物

採　集　記

／アR

J，R

′′R

J，R

一一一・一一一2ダR

霧島採集旅行勧察記　‥一　　　　　　‥－ノJR

血液型判定

アコウと私・‥－‥

部　記

部員名簿

編集後記

津之地　浪　穂・‥・‥占

中　内　孝　雄・F・‥‥‥フ

宇　和　誠　一　‥‥・‥－9

青　山　昌　二　・‥／♂

由　　静　代▼－…　′′

富　国　清　子　…一・12／

前　田　宗　清一‥・－‥22

中　間　幸　敏・…‥2占

越　山　正　三　一一・・一2g

2ダR　　　大　園　正　行・‥…hJ♂

・一一．・・、・ミq2．－一4°一。カー棚・・1叫・脚MEl－I“Wが・一明bわ・脚劃・ntT餌掬か．1・・u・1mm・畔軸・軸・tにhJl．b一徹・・ム脚増はが卿に一一3，，・－おい1－瑚・瑚▼′・・か棚は‘，・i．ま－一触恥－1－・吋・…瘍lw・qb通れ卿納・鞠，鵬こけ・融Ju刺ICか均す痢鱒漁加雄矩¢舟星濁‘

（表紙説明）．　　表紙原図・越　山　正　三　先生

あ　こ　う　　　　　Ficus Wlght土ana Wall

クワ科の常緑喬木。

葉は緑色叉は黄緑色で，長楕円形又は狭長楕円形。

柄は長さ3－占仰。葉身は長さ7～′2棚。賠j～∫棚で両端は共に円く側脈は占～ヲ対で，や

や平行している。

果実はイチジクに似た球形で径ム～ぎ抑短柄をもっている。

高さ2βⅢにも達する大木にもなり勧、ら気根を出し，それが地中にはいりこんで，新しい幹と

ノなる。古い大木は，気根のために親本の幹がわからぬほどである。

紀伊半島の海岸，四国，九州等の沿海暖地，琉球台湾，中国に分布する。

鹿児島には，そうとう数の「あこう」‘の大木があり特に錦江湾ぞいの磯の大木群は，南の島々か

ら渡ってきた鳥のふんの中の秤から自生したものといわれ，いずれも高書が十数が1もあり，その

下は，夏の昼書がりなどは，とても良い休憩地である。

ー・ノ　ー



巻頭言

∴ぁ　こ　う　誕　生

顧　問　　　宮　地　伸　夫

昨日は椴島には初雪が積った。草木のしたたるような緑は色あせ，一年の生活を今まきに閉じ

ようとしていることに気がつく。そういえば・，右／＼左へ飛びかったトンボや襲LLへ餅の姿も何時

のまにか消えてしまっている。林LLへ冬がやって来たのだ。

こういう時に「あこう」の誕生を見るということは，生の親たる生物部員は勿論，それを知る

すべての人が，櫓、も暗闇の中にT節の光を見出した時のよう夜気持て喜んでいるに違いない。

生まれる子はもはや、，ブ魂でもブ女でもよい。．五体揃って健康でみればそれでいいのだ。

l常に癖丸高校生らLh阜究の精神を忘れることなく，野夕恒こ出ては大自然のふところに溶けこ

みをがら，生命現象を、，たlとえその神秘のべ－ノレ越しにでもふれて見る。そしてその結果を持ち

より活字に表わし，八にも知らせ，甘た自分も人から学ぶ手段として「あこう」は今生まれた。

中に盛られる内零は堅苦しいものである必翠はない。従って戟稚園の児輩が興味を持つようなあ

りふれた内容でも，その事項に真剣を態度で取少組み，科学的に忍耐強く観察し，生命の神秘に

少しでもふれるそとができればそれで充分である。形式に捉われ素理の追求を忘れてはならない。

やがて春になれば，自然界は花が咲き乱れ輿が飛びかい，奉かむしは地をはいまわるだろう。
Ih

大自然はこの地球を所狭しとその生命の躍動を始めるのである。そしてこの「あこう」もまた，

次牙に根を張り凍葉を軸受．し花を開き実を結ぶことであろう。皆でこの「あこう」をゆらぐこと

のないそして美しい大木に成長するよう育んで行こうではをいか。

／ア占2年′2月占日

－3－



心　　臓　　と　　博　動

′JR　　八　並　幸　夫

十一月七日，文化祭である。僕は今日はキモグラフの実験を公開しなければならなかった。

キモグラフの実験とは心願のバク動をグラフに表わす実験である。

準備として姫ケこ，キシロールを燃やして出る油煙で黒くすすをつけてすす紙を作る。

－上す紙をキモグラフイオンにはりつける。

これから実験の方法と説明を経過膿に書いていく。

まず「かえる」をエーテルで麻酔させる。この実験に使う「かえる」は「ひきがえる」か「との

きまがえる」のような大きめな物がよい。

次にそれを解剖皿の上に背位に固定して，胸部の皮膚にすこしメスを入れ，ピンセットで純み上

げながらメスの切口からはさみで，心臓のあたりの皮膚を切れ取って胸部を露出する。

次に餌状胸軟骨の先端に′j、きな切口を作少，胸部をピンセットで摘み上げながら，はさみを平ら

に牌膵部に挿入し，右斜上および左斜上に切力上げ，鳥啄骨に連せしめる。さらに鳥啄骨に沿っ

て横に切断して三角形の窓を開ける。すると心嚢の下にバク動している心臓が見える。心臓を傷

つけぬようピンセットで心秦を摘まみ上げて切り，腹部を圧すると心臓が孔から霹出してくる。

仕図の拡大

〔／図j　⑨キモグラフイオンのすす紙

（り竹　　色）スタンド　（労かえる

（軒解剖血

○各部の説明

⑧の竹はj仇罰の細い物を選び⑥から′♂C椚の所亘）に錐でろをを開けてビンでスタンドに可動式

こことウつける。

誉（〔誉管領ま写請拝のフイルムを／．∫仰ぐらし・可で駕守しごレーて鱈治る（これは小さな動きも鋭

．＿　ヱJ　＿＿



敏にとらえるため）

柑て持二、（「千十重いために常に下がってLへる。付と「かえる」n心醇と‾塁でつなぐ。

心願を糸でむすぶ方法にSTANN工US氏総勢というのがありますが，うまくゆかなかったの・

で，小針をつり針状にして心僻の最突端に脊く弓lつかける。

⑨の解剖皿の中には心肺を長持ちきせるために，「かえる」がひたる程醇に生華食塩水を入れる。

0心膀およびグラフの説明

〔2図j心臓のバク動グラフ（実験原図）

＼　　J
色）の拡大図

①休止期

㊥は静脈胴

のは心房

㊤は心室

の収縮を示す

「かえる」の心肺は，他の両生類と同様に二心房一心辛から成っている。

右心房に左右および後の三大静脈が開口する部分がある。これを「静脈胴」という。

そして全身より来る静脈血をこの右心房が受け，左心房は肺よりくる動脈を受け，心室で混合す

る。

「かえる」の心臓のバク動はまず胴部が収縮し，房部がやや遅れ，さらに遅れて室部が収解する。

との心房心室の収縮する期間を「収縮期」と言い，弛緩する期間を「弛緩期」という。

この連続した両期間のつぎにバク動のない期間すなわち「休止期」がある。

牙2図のグラフでは①が「休止期」　㊥の山は静脈胴の収縮　Oの山は心房の収縮　㊤の山が心

室の収縮を示すが．今回の実験では心房の収縮を表わす山が少ししか出なかったのでその貴も良

く書けたのを記載した。　大体，七回の収縮弛緩をするのに十五秒かかっていた。紋に／つの収

薪弛緩運動に約2，′秒かかったと見てよい。叉‥山勝は約ダ時間後に止まった。

ただバク動をグラフに書くだけでなく，これに薬品を入れてグラフの変化を見たり，又，一匹の

「かえる」で心臓が止まるまでのグラフを一つにまとめてみたいと思っている。これは次の機会

にやることにして僕の実験説明を終ります。

－∫－



ごま　千二　ら　ち　よ　う　の結冬衷虫　の知育

22R　津之地・浪　穂

「鹿児島県噸弊」の中で「どまたらちよう」の越冬敦盛の厨育記録が全部失敗に終っていたの

で，私の餅育記録を記載してみます。

OW㍉′占－／94／K士j　先輩の田中葦さんと市内加治屋町の公園の「えのき」の根元で

「ごまだらちよう」レアノ越冬五出立色従沐東。

Cl、Te。29－／ヲ占／〔金j　自宅（日置君肥元町）付近の「えのき」の樹下を拝したとこう・

南に面した根元の部分で幾虫一匹を採集。

○これらは褐色のナメクジ型で体身約2．∫仰偽るJ令幼虫であって，越冬するために食樹である

「えのき」の樹下におりて，その落葉の妻側で娠っていたもので参る。〔図／j

O家に持ち帰り，細箱に入れて軒下にかかげてかいた。
0

0il！・27－／9ム2〔火j：私虫が触角をJクぐらい持ち上げているのを発見。

0Ⅳ・／－／9占2〔P j　敦盛は振りから完全にさめたらしく寝台であった落莫をはたれてい

た。が「えのき」の新芽が萌えていないので，そのままにして去武ハ

た。体色は緑色がかる。

01V。ダー／9占2〔日j　「えのき」の新芽が／～2仰になったので，枚に細をかけて3匹を

はなす。　　〔図2j

Oこれからはずつと，綱内の葉を食い尽した時は他の枝に網とも移す。

O V・　2－／9占2〔水1

0V・　2－′ヲ占2〔水J

OV o J－／9占2〔木j

OV・　9－′9占2〔水j

OV・′クー／9‘2〔木j

OV・／∫－′9占2〔火j

O V・2／－′9占2〔月」

シ1／j

綿の中で／匹死ぬ。（原因不明）

／匹目薬裏で前蹄になる。

′匹目踊化　〔図J j（枝を折り飼育箱に移す）

2匹自　前蹄

2匹目踊化（これも飼育箱に）

／匹目羽化

2匹日羽化
此虫

ノ

竹

〔図2」



霧　　島　採　集　旅　　行

／9R　　　中　内　孝　雄

7月2β日（′9占2年）

終業式で終わった後，生物部は霧島へ採集のために出発した。午後ダ時J♂分頃霧島神宮に到着

した。それからパスで轢′之野へ向った。天気が祭りがちだったのでチョウはあまり見るととはで

きなかった。

霧島に多くはえているクガイソウ（JクC777ほどの高さで白い花が咲き，その花は下にたれているJ

には，ツマグロヒョウモンヤアカ’タテ1、が見られた。

また渾気の多い除になっていろ所には，キバネセセリ＿が数諺群をなして飛びまわっていた。夜に

なると水銀燈のまわりには．，ガや甲虫が何千匹も飛んでいた。石の下には甲虫が卵を産みつけて

いるのも見られた。

7、月2／日

午前ゲ時j♂分頃キリどマ、ミドリシジミを採集するために出かけた。行くときはまつ略で足下が

やつと見えるぐらい養ったが，新湯の辺まで来ると夜もあけて来たが務が多く雨も降り出してき

た。去年キリンマミドリシジミ　　を目撃したらしい地点まで行ってアカガシの木をゆすって見

たが何もみられなかった。

そして雨のために大浪池登山口の辺で弓lき返えした。

午前g時Jβ分頃また，大浜池へ向って出発。雨が降っていたためにチョウはあまり出て来なか

った，クガイノウやコアカソにはサカバチチョウがすばやく飛びまわっていた。

午後からは空も跨れて，雨もやんできたが，チョウは少ししか出て来なかった。

7月22日

今日で採集旅行もおしまいだ。朝から採集に適したからりと簡れた天気だった。

湯之野から高千稀までの採集。タテハチョウ科のものが多く　tインガキチョウ，クモガクヒョウ

モンなどが大空を飛びまわっていた。またミヤマカラスアゲノう，フォパセセリなどが多く飛びま

わっていた。

アカガシの木をゆするとルーミスシノミらしいものが2兢飛び出した。

この日は最後の採集日にふさわしくチョウも多く天気もたレゾ＼んよかった。

男・幕島採集記録
ヽ

07月Jβ日ナ′9占2年

アカタテハ　　　　　　（Vanessaind＿ica）

ツマグロヒョウモン．・（ArPyreu－S hyper‾bilユS）

ウラギンヒョウモン　　（Argyreus ad－ir）pe Tal⊥oE∵・？Tヂ1

ジヤノメチョウ　　　　（MlrlC）is　且ryas bipも111〔1tatLlb）

－　7　－
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キバネセセリ

7F∴フ／ロー／ヲ占2年

ア」一スジアゲハ

ミヤマカラスアゲハ

サカバチチョウ

ミドリヒョウモン

ツマグロヒョウモン

’二ンジミ

07月22日－／ヲ占J年

ミヤマカラスアゲハ

イシガキチョウ

イテ妄ンジチョウ

ウラギンヒョウモン

オオウラギンスジヒョウモン

ウラギンスジヒョウモン

ミドリ　ヒョウモン

クモガクヒョウモン

ベニシ′ジミ

（Bl‾basIs aql止ユina・Chrysaegl土a）

（Gra帥itm Sa・rpe且抜1nipponum）

（fapilio maackii E；atakei）

（Ara・SChnia　‾burejana str土go〔抱）

（Arのmnls pa碑1ia gelsha）

（Arの7TeuS hyperbius）

（工yCaena回lla・eaS daimio）

（fapilio maackii satakei）

（Cyrestlsl隷yOda皿aS mabella）

（工adOga Ca血土11a japoni（1e）

（Fht）riciana a且iIpe Pallescenq）

（ArgyTelユSlysippe）

（Arg37rOriomeloadice japonic彿）

（Ar郡Ⅲ1is paphla gel〔〕haつ

（Argynhis anad．yomene mid且S）

（工ダCa，ena，rhlaeaS d▼aimlo）

j7年度　生物部　霧島採集旅行ニーuJ一
一－ー－　　　　・一　一ここ・－　・‥・ニ・・－－　－　＿－－　一一　　一　　　　　一一こここ一．＿ご－T

‾　　　▼、　　　　、一　　一　一一一　　一　一　一一　一1－11．・・．・．・、一一．l ll一・・一一ノー一一　l　　　　　　　－l l l▼．　ヽl　　　＿＿　＿
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熱帯魚の飼育（べ　タの産卵と辟化）

2，R　　宇　和　試　一

今から二年ほど前であったが，熱帯魚を飼っていた。たいへんかわいらしく何時間見ていても

厭きなかった。そして水稗の緑をたたくと餌をくれるのかと思って水面に近よ．ってくる。色々と

苦労もあったけれど楽しかった。ここにはその時観察したべタの産卵と酵化のことを畢いてみよ

う。

0ベタの番を買った。買った時雌は卵をもっていたので，産卵の用意をしてやった。拝卵の用意

と言っても水槽に水草をたくさん植えるだけである。やがて雄は巣とを　〔図－j

る抱を水面に吹きはじめた。　　けつきりしないが二，三日だったと思

う巣が出来上がった。そして雄は蹄を広げ体をくねらやて雌を巣の下に

きそった。はじめは雌はをかなかきそいにのらなかった。もしこの時雛

が全然雄のさそhに応じないと雄は雌を殺してしまうそうだ。そして好

は雌の体をくるみそのまま沈んで行く途中で雌が数十筒の卵を出す。′

卵はそのまま沈んで行くが，こんどはそれを。にくわえて如くつつ√＼

〔図二j　　　今夕の産卵

秒威虹　　＠一感盛虫酸施し　④

工・数．
7°

・p

．＿山盛着も抱室豊玉虹＿

した。卵を産み終わると雄は雌をじ

やま者として追立てる。そしてこの時もし水草が少なかったら雌は雄に殺されてしまうそうだ。

僕は雌をすぐ出してやったので，雌が殺されるということはなかった。又雄はずつと卵につきつ

きりて卵を守り｝時々卵が下に落ちるのをロにくわえて運んだ。雄は眠る暇があっただろうか。

こんなにして約一日半くらいで卵が透明になり，二巨くらいで厚酵化した。そして巣の下にぶらさ

かっている。まだきいのうがついているので泳げなし1。稚魚の大きさはJへ4∠ミリくらいでおた

まじゃくしを小さくしたようなもので大変たよりない。それでも那化してから∫～占日もすると

きいのうがとれて，ちょろちょろと泳ぎ出す。それが又大変かわレ亘へ，そして醇は那卵やうずら

の卵をみぬきにして弟妹だけを水にとかしてスポイトで少しずつやる。この時にそると一日分で

泳げ三、ので控翌∴㍉十をしてやった。又みる時余り餌をやりすぎ，水が膠って阿った七ともあった。

こうして休もだんだんとプClきくなり，辞も郎カ∴う誹がV′骨欝　常道の欝と変って店長して行った

，－・？・－



′㌫，雀までのこつたのは，たった二匹だった。そのはかののは，どうなったのか消えてしまって

lヽU

〆三Jべタの発育過程

貪）生後ダ～J冒　　　　　（云）生後2週間～J週間　　　　＠

1°e

、．㌧　、二

霧　島　採　集　旅　行　め　夜

／／ルーム　　青　山　昌＿　二

七月二十日ぼくたちは揚之野に泊まった。

その日は雨の降ったあとらしく地面はまだしめってじめじめしていた。湯之野口ツデの近ぐの労

災病院の庭に水銀燈があり，そのまわりは普通の公園ぐらいの原っぱになっていた。その夜はくノ

達はそこで昆虫の採集をした。霧が大変濃かったが，水銀燈はまばゆく明かるく光っていた。こ

れてた　きんの盛が集まってhた。それがふしぎをことにはrガ」の大群である。甲虫など数え

るほどしかいなかった。しかし水銀原の下にころがっている石をひつくりかえしてみるとそこに

注たくさんの「すじ亡がね」が卵を産んでいた。風が吹くたびに霧が鰐くなったりうすく＿なった

上手る。霧が沸くなると「ガ」がますますふえるので参る。またその大群か水銀麿の上から下へ

下から上へとせわしく動いているのである。どういうわけでそんなに上下にうどいているのかふ

しぎでたまらなかった。

その翌日の夜は昨夜とかわって霧はをく空は腐れていた。そして昨日はあんなにたくまんいた

「ガ」は見あたらず，それにかわって甲虫がたくさん来ていた。その水銀燈のまわりにはよりつ

けないほどである。「ガ」は病院の白壁に多少とまっていた。はくたちは飛んでいる虫をどんな

にしてとってよいかわからず空にむかつてただ綿を振りまわすだけである。しばらく振りまわし

て細の中を見ると，こがねむしなどをはじめいろいろの甲虫がはいっていた。そんをにたくさん

の虫を帯ぴんに入れるわけにもいかず，ピニーノしのふくろに入れた。その中で虫たちがごそごそ

動くので気拝がわるかった。しまいにはぼくたちの服の中にまではいつできたので／時採集をや

めた。それほどたくさんの虫が飛びまわっているのである。その夜はくらはロツヂで採集したた

くさんの昆虫を全部調べた。それは〔どらがねぷレ1ぷい－Anomaユa CL1prea Hope j

あかどうがね　Anomala′albopilosa Hope・〔きすじこがねJ如110pertha

rregularisⅦAterhou▼Se．〔こがねむし一丸旺mela′　SpユenderlS Gyll牟一

口j〔みやまくわがたJ〔ひらがたくわかたj〔こふきこかれ」〔かぶとむし．】たどでも
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そして農薬の影華で昆虫がすくをくそったというがこんをにし1ると思うとありがたいやらきのど

くやらe G C。

椴　島　　の　　棉　物

・29R　　向　　　静　代

これは卒菜生池田豪賓さん（鹿大農学部／年）の轡丸時代の記録と硯生物部員の記録に慕いて

か／1た　のです。

牙／回　′9占／年　夕月2J日　天併　藍

採集同行者；越山正三先生，凰田　縛，池田表替，‘その他六人

採集場所：赤水り噴原，野尻付近を中心に採爽

牙2回　／9ム′年　∫月J jr日　天候　崇のち雨

採集同行者：池田，上石田

採集場所：　袴腰，小池

牙J回　′ヲ占／年　去月／♂日　天候　暗

同行者：．上に同じ

採集場所：　白浜～高免～黒神

と以上J回にわたっての桜島採集でしたがまだまだ収得されてない多くの植物があり，その上

なにしろ桜島といえば承知の適わ活火山であり，毎日の灰の降る昇はたいした物です－灰をいっ

ぱいかぶっての採集ですから，どんな苦心して採察してるか皆さんも納得できることと思います。

採　集　目　録

きく科

あさのきり／しとう

かうあわだちそう

ひめじしぼわ

にがな

つわぷき

やくしそう

よもぎ

ははこぐき

ちちこぐ亨

・わ、ケL7こしhヒ＝こ

Solldago virga－au－rea

S011d＿agO SerOtina

工Ⅹeris gra．cilis

工aCm（1a d＿entata

hglユlaria′　tuSSllaglnea

工且CtuCa d月ntl（1ulata

Aster yomena

Gna碑lalium∴multiceps

〔ha］：′ha1111エ・ゴ＿111上豆m

CreplS rapOnica

一一．′　／－



十十かのせんだんぐき

＿．豆むかしよもぎ

仁するのげし

グ、，げし

ききよう科

ひをぎきよう

うり右

みや空にがうり

からすうり

かみなえし料

かとこへし

すれかずら科

つくしやぶうつぎ

すいかずら

はくきんはく

にわとこ

あかね科

やえむぐら

へくそかずら

かうばこ科

かうばこ

きつねのまこ科

きつねのまど

なす科

じゃがいも

くこ

くちびるばな科

きらんそう

とうばを

くまつづら科

むらききしきぶ

くきざ

∴－こ亨どう

∵うむらさきしきぷ

イ　くこ　ささ

Bi（1ens blplnnatH

」⊥r1gerC一三1（二二三汀かユ亡∴51S

Son（1hus　01eraceL1S

Sonchu6　01era，CeuS

Wahlenbergia graCilis

Sclli茄巧元や読i L⊥．JrL1⊥∴元∴ふ⊥扶〕

Trichosanthes（1uCumerOlaes

馳tri．ni＿a Villosa，

Welgela－　japOnica

LDnicera japOnica

ViDurnはm japOnl（：a

Sa血buCL1S Sie▼bold．iana

Galiuヱn Al〕arine

Paed▼eria（Chinensis

na・ntagOlmjor

Justicia　甘end＿aruSSa．

Solanu∬1℃11berOSum

工yCium．ehinense

Ajuga d＿e（1u皿Dens

Clinopodium gra（1ile

Calllarpa japonica．Thunb

Cユerod＿enaron trl〔1hotOmLm

Vitex rotundlf011a

Caユユic且rpa a声POni（－‘二　Thtlnb varluxu－

上1才⊥己　こ！α上JlふLu rlanS

．＿！　つ　＿



やぶむらさきしきぶ

むらささ翠

きゅうりぐき

ひるがお、科

はまひるがお、

がかいも科

かもめずる

きようちくとう科

ていかかずら

きようちくとう

ふじうつき科

こふじうつき

ひひらきt科

ねずみもち

つつじ科

しやしや人．ぽ

きたつつじ

さくらそう科

こなすび

おかとらのか

いちやくそう科

いちやくそう

みずき科

くまのみずき

からかさばを科

は剖まうふう

やつばせり

やぷじらみ

つはくさ

みつばぜカ

やぶにんじん

にんじん

あかばな科

つ菩こ∴－ニ1′う

Ca111（？arpaII灯1116

Trigonotls pedun（1ユ1arls

Calyslegla S01danllla

Cyna′nChumI）ichinsii

TrachelOSpermu皿aE豆atlcum

Neriumindicum

訊止dleja Venenifera

hlgustrtⅡlJapOni（1u皿

Vaqcinium－bracteat・um

工ysimachla jはpOnlca

卸Slmchia clethroi且e∈；

Plr01aJapOnica

CornlユS　‾bra．cbypoda

Glehnia llt，tOralis

Aplum Ammi

Torilis AnthriscuE；

Cenetella aSiatlca

Cryptotaenia－Cana且ensIs

Osmorhiza aristate

TbLl（†uS

（〕pTC二王巧ra tetraptera

ー　′　マ　ー



－‡くろ科

Y′ゾ‘’ノ　ープ

己　′・、▼′つ

ノサ　　　ここ．

＼

なわしろぐみ

あきぐみ

つるぐみ

すみれ科

たちつほすみれ

すみれ

卦とぎりそう科

ひめかとぎ少そう

かとぎりそう

つばき科

ちや

ひさかき

はまひさかき

もつこく

つばき

．トかい科

むくげ

恥かぎり科

了、ふき、り

はるとのき科

はるとのき

ぶどう科

えびづる

った

のぶどう

にしきぎ科

てりばつるうめもどき

まさき

もちのき利

をなめのき

′㍉J・にr、、、あ科

誌ゼ

fLmica

ElaeagnlユS pungenS

Ela．eagnlユS umbeユユata

E1aeagnus glat）ra

Vl01a・gry羊OCera．S

ViolaInand＿Shlユr土（1a

埼rperi（1um japonlcum

坤pericumereCtum

Thea．slnenE丘S

Eurya japOnl。a

Eurya emarglnata

Ternstroemla japonica

Ca皿elliaJappOni（la

Hiblscus SyriacL1S

F土rmiana BllTplex

Elaeo（1arpuS SillユeStris

Vltis flclf011A

Parthenocissus tri（：uSpidate

AmpelOpSis t）reViped＿unCuユata

Celastrns orblculatus

EはOnymS japOni（1a

11ex（1hlnensis

Rhus tr土（「ho（：aq単

一′孝　一



とうだhぐ亨利

三・llんこのき

あか庭）がしわ

をんきんはぜ

ひめはぎ科

ひめはぎ

ゼスノだん科

－ト　′　　1、、　′

しこ′　し′ハ＿′　レ

みかん科

いぬざんしよう

さんしキう

からたち

かたばみ科

むらさきかたはみ

かたばみ

まめ科

にせあかしや

ねこはぎ

のあずき

くらら

はまをたまめ

くず

こまつなぎ

めどはぎ

みやせはぎ

はまえんどう

やまふじ

からすのえんどう

みそなおし

なつふじ

ぬすびとはぎ

ふじ

やぷまめ

しぼはぎ

l　ユ　Jこ、

1－′　ノ　eh　ノT．．t rJ、It人　Cご

GIc（受止dユOn∴bbovaではm

きぬ116tuFSJapo虹CuS

Tria．dica set）ifera

Pohygala japOnlca

ヽl　－　1　－．・、

＿、一ヽ＿　　＿．＿　＿L・．＿

手塩gara mantchurica

Xanて：hoxyn piperitum

Poncirus trifollata

0Ⅹalis mart土ana

Oxalls coxnilCuユ息ta

Roblnia pseud．0－Acacia

工月Spedeza pllosa

mn‾baria vlllOSa

So田10ra angtlStifc）lia

Canavalia lineata

fuerariallirsuta．

＝nd＿igofera pseu且0－tinctoria，

Lesped＿eZa Cuneata

工βSpedezA cyTtObOtrya

lathyrus maritlIm且S

WIstaria　‾brachyDOtryS

Vl（1ia Sativa

Desmo且iu∬1Ca．udatu皿

Mlllettia japOnica

つesmod＿ium racemosum

WIs‘Ceria florlt只ユnda

Amrhicarpaia∴証壇ervorthii

tと一〔ココ′r二・二）dチ昔㌣＿雪1ユeTFerl

ー′　∫－



ヤはずそう

ねむのき

ひめくず

すずめのえんどう

かす凌ぐさ

いばら科

しやりんばい

もも

をわしろいちご

うめ

恵がばきいちご

のいばら

ふゆいちご

やまざくら

ほうろくレ）ちこ

なし

くまいちど

やぷいばら

とべら

せん亨く科

いすのき

ゆきのした科

まるばうつぎ

こんてりぎ

争し：さし1

ベんけいそう科

こもちまんねんぐき

じゆうじばな科

じゃにんじん

たねつけばな

まめぐんばいなずな

べんペんぐさ

けし科

二たけにぐさ

丸且Cr01espedeza・Striata

Aユユi乞ど上呂．JLt⊥iDr・信悠1n

mnt）arla villosa

Vicla’te℃rasperma

Vicia tetraSPerma

玲1a劃止01ep土S　皿1bellate

Prunu＿S

R且ltlS paruifoliuB

Prunl1S mume

Rhaphi01epis dulcIs

Rose mはltlflora

Rnbu．s Bnergeri

fナunus d＿OnnariLⅡn

RuFbu＿S Sie－boldl

鞍rus

餌‾blユS Wrl宙ltii

Rose Onoei

PittOSpOru皿To‾bira

I）iE；tyliu皿raCemOSum

］二butzia siet）○ユdiana，

坤也rangea scandens

Iモ殖rangeaII凪CrO抑11a

Sed＿um Du＿1d＿1ferum

Cardamlneimpatiens

Cardamine flexはOSa

bpldlu皿Virglnicum

Capsella，扱1rSa－paStOrls

1亀〇ユニra（：Cr且at圭ノ

．＿　！　と　＿・．・．．



くすのき科

一㌔＿？㍉
！、ぺP

くす

やぷ（′こつけh

しろだも

もくれん利

きねかずら

つうらふし科

わかつずらふじ

はすのはかずら

奉けび科

むべ

あけび

きんほうげ科

たからし

ゼ人′（てんそう

うまのもしがた

なでしこ科

せんて凄

みみなぐさ

のみのふすま

はこべ

ひゆ科

いのこづち

やまどほう科

ようしゆやまどほう

あかぎ科

ありたそう

ふだんそう

たで科

hたどり

つるそば

はるたで

すいげ

こ、‾て∴

MachiluS Thunbergll

Cinna．mOmln Ca嘩Ora．
Cinnamm皿ja On Cum

Ne01itsea sericea

Radstlra．JapOnica

Co（1Clユ11ユS trllO‾blユS

Stepl亀nia japOni（1a

Sta′untOnla hexap晦rlla

Aket、ia quinal：a

RanunCulLS SCeleratu。S

Clematiβ　terniflora

Ranunctlll1S japOnicuS

Silena gaユ1iCa′

Cera，Stiu皿（？ae〔用itosu皿

Stellaria AIsine

St．ellaria media

Act－yrantheS japOnlca，

二mytOlacca americana

Chenopodium amt）rOSioid＿eS

玉eta vulga′ris

Reynou＿trla japOnica

fb1ygOnum Chinen〔；e

Polygonum per〔；icar土a

Rlm蔓ⅩJlCelニC）SB

PD1JrFCnlユm Ser〕tlcoSlユコl
、

＿＿　・「　－1



そば

－　　　ノー　1・－1一・一

こ．′し＿　し．

卦ういぬたで

うまのすずくき科

おうばうまのすずくさ

うまのすずくき

ぼろぼろのき科

ほろほろのき

いらくき科

きしへかいやぷまお1

こけみず

からむし

くわ科

いぬびわ

芯、うわたび

佗そばいぬびわ

まぐわ

にれ科

えのき

ぶを科

くぬぎ

あらがL

hたじLへ

かばのき科

せしやぶし

やなぎ科

やまやをざ

らん科

ねじはを

も′こらばらん

争やめ科

乙′こわぜきしよう

やまわも科

やまいも

Fagopyrum esculentL1m

事⊃lygoIlum BlLlmei

fbhygOnum nOdosum

Arist010Chia‘kaempf．eri

AriSt010Chia d＿ebili〔〕

ScnoeffiaJaSminod－Cra

玉Oehmeria pa・mOSa

Pllea peploid＿eS

Boehmeria nivea

Ficu＿S ereCta

Ficus pL1miユa

FiclユS‾　erecta thun‾b

MorlユS alt）a

Celtis sinenE；is

Qノほer（1uS’aCutigsima・

querc11S glaL1Ca　血nb
Shiia Sie，D01dii

AlnL1S flrm S土e‾D

Sallx BakkO

Spir－anthes sinen〔〕is

Microて，is fomosa皿a

Sisyrinchlum aI〕guStifoliL皿

DioFC（〕r〇月．圭tT。r工＿rlL1・thuTlb

ー／ダー



ゆり科

きると少いばら

のびる

そくしんらん

ほととぎす

つゆくさ科

つゆくさ

かやつわくき科

あいだくぐ

ちやがやつり

あぶらしぼ

み・も、すげ

はますげ

くぐ

ひめくぐ

はもの科

かにつりぐさ

しぽ

いとすずめがや

めだけ

ぬかは

どうほうしぼ

かずのこぐ書

からすむぎ

らしのしっぺい

ひめこばんそう

すすき

いとすすき

あしぼそ

かものあL

とほしがら

ぎょうざしぼ

ちがや

だんちく

かもじぐ亨

Snlユax clljna

Allium mipponicum

Aユetris〔〕picata

Tri。yrtis hirta

Commelina com皿is

囁rlllI〕ga brevlf01ia

Cyperus amuricus

Carex satsumensiS

RcyleanaノNee〔；

Cyper11S rOtlユn且u〔〕

旭riSCuS S土eboldユanuS

Kyllingia brevif01ia

Trisetqm　－bi了id．um

Zoysla japon土ca

Eragrostis atrovirens

ni＿0‾blastus Slmoni

Agrostis perennanS

Carex puⅡ止1a，

Becbmamla emcaefomls

Au＿ena fatua

I由marthria siDirica

Briza mlnor

も瓜scanthus slnensIs．

h且scanthus sinensis Andpers

h旺（∵rOStegium

＝schaemはn CraSSePeS Thellung

鞄St11Ca parlユiglu皿a Steヱ血

CynodOnI）actylOn perS

Tmperaノta cylind＿rica・Beau＿Ⅴ

Arud0‡）oI氾Ⅹ

Agro：Ⅳrl一皿Sem COEミtaノttm

一／デー



［・ヘーたちがや

．．‾、LL’、

こちぢみぎさ

亡きだけ

すずめのてつぽう

なぎをたがや

こぶをぐ亨

やたけ

ひめしぼ

はていちく

こどめかぜくさ

はそむき

まつ科

くろまつ

rゝの祭

すぎ

いちい科（いぬまき科）

い．ぬせき

かにくさ科

かにくさ

うらじろ科

こした

うらはし科

hので

あまくきしだ

げじげじしだ

いのでもどき

はらしのぶ

たました

レユのもとそう

わらび

しへしかぐま

ひとつば

’一らのかしだ

ノ二、1フLU）ふ

Pogonatユ′l〔rLun Crlnltum

NirroL〇Ca′1a．岩田S aka〔止erユSiご

恥11smenuS japoni（mS
N土pponocaユamu∈；dist土ChlユS

AlopeC1ユ1us▼aeqユali∈〕

Festu＿CaIWurOS

Arthra′Ⅹ）n hlsplG、1ユS

PseudGSa配し　おゆOnica

Digita，ria・Ciliaris

Phyllostac吋S　‾ba血bu，SOides

Eragro∈〕tiE；japnica

工βユiun perenne

nnus Thunbergli

Chamaecypaノris obtu白a

CryptOII治ria japOnica

fDdocarpus：maCrO抑ユla

毎軍Od＿土um japOnium

Gユeichenia dichotOma

Polyst chu皿p01yDlepham皿

Pteris d＿ispar

DryopteriS d＿eCurSive－pinnata

S蹄1enOmeris chusana

l鹿）帥r01epls cordユfoユ1a

Pterle－Inユltif土da

Pteridユum aqtlillnu皿1

岨Cr01epia′　Strlgosa

巧汀rOSlaliIlgua

Aspleniumincisum

Onrchl皿lコaノpOI豆（lu丑

－ご㍉－



ほしだ 鞍CユOSOruS aCuminatulS

とくさノF、！

すぎを　　　　　　鞄はisetum arVenSe

以上7。2樺の栢物標本となりましたが，これから井，私達生物部芦が完全にしらべ尽すいきどみ

でやってゆきたhと思っています。

標本在所　　鹿児島市加治屋町解丸高等学校生物室

．　　・・：斗

島　　ラ工

全　　湾

図

1

20万

ノ　ーl一　一・・・・、．

田溶岩世帯

∴∴・
LJ

採　　　　集　　　　記

2ダR　　　君　国　清　子

S，J占，′／，J　　文化の目　　鼻

西鹿児島駅発一一一→谷山市平川町烏帽子岳

Ment）er：秘所先生

池田さん・田中章さん・向静代・富国清子

To01：胴針……‥2個　　　　　　ネット・・……′

ビニール袋‥・3個　　　　　地図‥‥‥…・‥／

勢定ノくサミ

根掘り
‥‥‥J個

9時　西駅発－◆

鳥碩子岳：∫22机

登山口……平川駅から約′‰

0登山口：退路おいに，高い土手。
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r二丁　‾霊〉JククⅢ：広h山道て左告，倍丘すう中信㌍圭亘，落昔士が畑土てこわつた。

つわぶき〔きく′召二二」1．群nar圭デ　　′ユノー‘J　　ニ1’「†′19ご1

くず〔まめ科j fuerarialODate・

むらききしきぶ上くまつづら科j CaユユiCarpaJapon土ca．

しのぶ〔うらはし科」工）avallia j血rieEli．

い一点まき〔まき科j Pod＿〇（1arpnSI挽（－rOp卸1加．

はぎ〔まめ科j leE甲edeza bicolor

ひがんばな〔ひがんばな示」互し〕⊥こし　⊥乱こ1山レ〇

盈うきざく〔きく科j Aster sLユもuユatu＿S

由膝：山遠は急に狭くな恒あた如ま，うす賠ぐ光類もはレ1らずジメジメとした赤土。

／甥－i

ひめわらび〔うらぼし科．1DrvoT）teriF府は．FOTm1ebi．2

うらしろ〔うらしろ科j Gユei（てhenla Flau＿Ca

うめもどき〔もちのき科〕工1ex se・rraノte

ひろばのみみずばh〔はhのき科j　工）1calyx，ta．nakae

午前／2：♂♂頃　急に市。しかし，さらに進む。雨は，本降りとなったのせ，急hで下山－

／：クク頃　中休みした中腹のところで昼食。

ゲ：♂♂頃　帰宅

0郎冒子岳に着いてから雨だったのだが，昆虫班の田中章きんが「たてはもどき」を採集された。

、（迷爽）

霧島採集旅行・観察記

／JR　目　前　田　宗　港

期間　′，占2年7月2♂日より同22日まで湯之野を基地として

日的　霧島，特に湯之野，大浪池，高千煎河原を中心とした栢物の採集

以下一日をおって採集した樺物を中心に書いていくことにする9

7月22日　鹿児島　掃　鹿児島→湯之野

こめ臼は終業式であった，しかし式が午前中に終ったので急いで家に帰り，荷物の点検をすま

せ，2：βク頃集合場所の西鹿児島駅へ向い・2：j∫今の「日南」に乗り霧島神宮駅へ向った。

t神宮駅まで酢は，岸に自生して1ハるユリ科のコオニユり（I止ユium MaxiIrのWIczll

ReFei，）が目立った。この碑はオニユリ（工Å1土um工且nCifclium Thunヒ））に比べて

′．幸に塘難色の斑点が舞い　花煤がすこし綿／、－‘一手‾し経カー［一し：さ′エペ．恒J　－し′ノ1Lト日．－・．・．Y＼－、かたった。
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庁＝て埠稲がJ♂棚程に育っていた。私の都嬰種子島は稲刈りの準備をしている頃である。居祈り

をしながら神官駅に弄くと小雨だった。すぐバスに菜って蘇之野に向った。途中，高千醗河原で

小休止をしたが，そこまでの道路は溶岩や，それがノ風化したらしい赤窯h士で整催されてしハた。

この士もシラス等と同じく着分が少をいだろうと思った。選対のアザミの葉の上でカラスへゼが

とぐろを巻いているのを二別号ど見かけた。河原でしばらくバスを降りてまわりを見たが，整つ

でいたため高千穂峰は見えなかった。バスの来た遺打広葉樹が多かったような気がした。そこか

ら我々の赤地である揚之軒へ向った。途中の谷で侵ミズキ耳のヤマポウシ（Corrluヨ　Kousa

J⊥d⊥‾亘）の臼いぬ包斤か不n一骨1を僻…つてdJ豪巳正二ノアこ。豪如ま丁翻］たてプフC。料由ニ1仏にとっ

て初めてだったので，バスの中では夕もの黄色を見るのに夢中だった。

湯之野には四時半頃着いた。河原からの道路は砂利が肺かれてあり，早速すべノつた。雛地にな

った県営浩之野コツヂ仕私の㌍作とは離れてレ亘二が，やはり山の感じだった，荷物をも、ろして採

集を始めた。裏山の小事を岸にはウラボシ科のシシガシラ（ヨユe（1hnum nlpnicu∬

壬血kino）が群生しており，ロツヂ01庭にはラン科のエビネ（Calanthe d＿isc010r

diI五11）が山から抜かれて，半ば枯れかけて転がっていた。裏山にはマツ利のアカマツ

（Pin嘩d＿enSiflora Sieb．et zuc（7），モミ（Abies firm彿ノsiet）．eて，

墾cc）の大き鵬購劫的地獄の丑の方角には夢の裏面が白いのですぐ判別できるミズキ科の

ミズキ（Cornu－S〔10ptrOVer鼠Hemsl），キク科のニガナ（da（1tu＿Ca dentata

Maklno），ハゼノキ科のハゼノキ（罰hus SlユCCe且anea．Dがあっ舟。ハゼノ判に私は

かぶれるので用心したが，遂にかぶれなかった。ちょうど建築中であった労災病院の入口にはゴ

マノバグサ科のクガイノウ（Veroni（aStrL皿Sibiricum工）ennell）（本秤は本

州だけにあり，九州にはその変種しかない。）やカゼクサ（EragrostiS ferrtlginea

P．Be孔lVios，チカラシ㌧べ（Penniset；umjaponi（1umT直nius）（共にイネ科）

等あ？た，夕食をすませて・脚勿を梓本にするべく野舟に挟んで外に出た。外は暗い中に務が漂

って霧島という名のとうりだった，昆虫班はその中で「ガ」を採集していた。ロツヂの風呂も白

くにこって本当の山の中の感じだった。＿この晩は十時どろ振った。

ぎ月2′自　愛，俄雨　湯之野二大浪池

当番だったので朝四時に起きた。朝食をとったのは七時前で出発はg時頃だった。ロツヂを出

てすぐの橋の所でブナ科のアカガン（Q耳er（mS aCu・ta Thunも）を採集した。相当古い

木だった。ロツヂから五首〝′も歩くと●道の右脚は高い岸になっており．その下でキク科のフキ

（Peta．slte∈；japonicus．miq．）を採集した。麓のフキと比べて，とても香りが強かっ
■

た　適は川にそっていたがその川岸把生えていたアカマツの大木の枯れた枝にヨコワサルオガセ
0

（Usnea且iffra（1℃a一Vain）（サルオガセ科）が着生していた。主に遇の右脚を歩き，

イラクサ科のコアカソ（Boehmeria spl（招．ta ThunD）（薮が赤みを帯びていて大きく

れハ），クマツゾラ科のムラサキシキブ（CallicarpaJ japonica Thlユn’n）（奉に薄

蘇隼の花が聞き秋l′C紫色r、ノ斉しい芋かなり，パラ右のワンモコウ〔SarlP：nisorba

、、フ　つ　＿＿



〇fficinalis h．（秋の七草の一つで秋に実が赤く熱する），ミズキ，カエデ科のコパ

ウチワカエデ（Acer SieDoldLianumMiq）とハウチワカニデ（Acer japonj＿（1a

Thunb）（前者が葉は小さく7～ヲ裂し，後者は9～／／袈する。言，ユキノンク和のアカシ

ョウマ（AstiiDe Thunbergii Miq＿）とトリアシショウマ（Astilbe od、Ont；一

〇fhylla Miq〕（前者の薬は細く粗を感じで，花は共に白色）を採集した。道を作るため

七期とった際の上にはバラ科のナガバモミジイチゴ（艮劫us paユmatus Thunbうが奉

り，実が墾していた。肘に傷まで作って試食してみたが，みかん色の果実はとうてい私の家の近

序にある野生のカンワイチゴには及ばなかった。新湯の近くで名のとうり技に刺が奉るウコギ科

C・－ノバリギリ（Kalopanax septemlobus Koidy），ツクシゼリ，乗の裏面が白いシ

ロダモ（1丘tsea glau－Ca SieD）も採集した。新湯に遠からぬ所に谷全体が灰白色の谷

享為ったがそこには熱気が噴き出して　　いる穴があり，その穴にはイオウの結晶が奉った。

その谷の巌も噴出口に近い所に生きていたのはススキだった。新教ではサルトリイバラ（Sm1－

1ax china．1．）を採集した。これはユリ科でこの某を端午の節句の餅を包むのに用いる。

セリ科のノダケ（Pe11Ced＿anum d＿eCurSirumMaxim）の若いのも採集した。新湯か

ら鋸勺の大浜池への登山口はすぐだった。登山路へふみ入るとそこはをかをか登校されたひのき

林でそのひのきア）下は廊苔類が一面に生育していた。その中で青い実がなっているユリ科のヤマ

ジノホトトギス（Tri（1yTtis affinis Makino）とチゴユリ（Disporum srri－

1acinum A・Gray）を採焦した。共に菜の部分ごとに「く」の字形に曲がっている。衿林

の北側は伐採きれていたが，モミの若木の芯が切りとられていたのは良くをかった。登山路に入

ってから雨が降り出し，採集のため立ち止まると小さいアブが群れてきて不快だった。継百類の

中にはスギ，マツ，モミ等針葉樹の苗が自生していた。三叉路に出たが，その附近でユキノシタ

科のウメパチノウ（Parnassia paユustris工」）（秋に一株に一輪白い花をつける），

ヒカゲノカズラ科のホソノヾトウゲシバを採集した。これは名を決める時とても迷ったが胞子のう

の形でやつと判断した。そこからしばらく歩くと清流が岩をかんでいる谷川の上に出た。そこで

キンポウゲ科のヤマオダマキ（Aquiiegia王3uergeriaIユa Sieb．etzucc）とガガ

ィモ科のアオカモメズル（1ylo画＿Ora arlst010Chloi－des h且q），秋になると美

Lh赤樺色の実をつけるスイカズラ科のバクサンボク（ViDurnu皿japonicum Spre－

ng）を採集した。その谷川にかかっている丸木橋をやつとの思いで渡ると・今度は高山棉物の

粕に分けられるキク科のコウモリソウが足下に群生していた　大きいやつでJβ何位だった。

再び三叉路を左に折れた。そこから大浪池のふちまでは近かつ穂　折れてすぐ大木の根にからん
．

てい液ユキノシク科のイワガラミ（Schiz〇回lragma hyd，ran壷eoid＿eS Sieb．et

mcc）を採った。これは標本にしたち葉が落ちて困った。．「頂上までg♂♂〃りと書いた立て

札のあたりは大木だらけで，そこからの急を坂道のそばには竹も生えていた。ノキンノブに比べ

て牢幸が細い．ウラボシ科のミヤてノキ・ンノブ（P01y手Od＿ium u＿SSuriense Regei）

・一二・ナ枠、ノウラジロガシ（quenuS StenO手Iヴ1ユa最akirlO）－ツクパネガシ（QJはe－

1ご二ノ　ー



r（Mぷ］搾皿Cld－en任江aFranch）後の二つは何れも巨大を木本だった。

いよいよ頂上まで∫β用という地点には薄紅色の花岡岩が詐出していた。ひどい轟で，大浪池の

水面が見えたのは十秒足らずだった。頂上のちょっと下の額水の所にはモウセユ／ゴケ科のモウセ

ンゴケ（DroElera・rOtundifolia　工」）（粂虫樺物），ブナ科のナラガンワ（QperC－

us al土ena Blu皿e），青い実のついていたカバノキ科のヤシヤプシ（AlnⅦヨ　firna

Sieb et Zuc（：），同科のツノハシバミ（Corylus siet）01diana BluユIe），何

れも麓では禰当大きくなるはずをのに私の背にも満たなかった。下山に移ったが，昆虫班の一人

がコパウチワカエデの木よりミヤマクワガタを採集したこと以外に特築すべき事もなかったので

省略する。ロツヂに帰って夕食のカレーを食べ終り，標本の整理を始める頃から私の足が睦れて

満足に歩けをくなった。私の酢がテニスシューズで，虞が滞かったので，思わぬ災難匪出会った

わけだ。濫泉に浸ったらなおるだろうと思ってゆっくり曹めて足を高くして眠った。十時頃だっ

た。

g月22日　絆　　揖之野→肯千村河原→帰途

置きよ射て　産が痛くて起きられず六時とろ巌きたコ頼むたきがさすって地輝池を見学した。

－J∫－



十千獄池に近い所で育っていたのはカヤツリグサ科の草本だった。やつとの思いで朝食を食べ

ケ牽葦牽け亘，星の絡みも引つ亡んでどうC′ニか歩けた。′歩くペースは皆の中間位で青両君

とれんだ。前記のヤマゴごウシのある谷の上へ出たので，後から来た人々と一線におりて採集した。

そのそげのモミの木には実がなっていた。同じ谷で名は忘れたが，ガガイモ科の梱物の花が書い

てし、るのを見つけ，そっくり採算した。高千穂河原まで参と2m抱との所でラン科のカキラン

（批正pactis Thun‾bergl土A・Gray）（花がさいており，それは柿色で美しかった）

サン∵／ヨウ（Ⅹantho軍7um piperltum：DC）（これは刺が対に出てLへるのですぐ分か

．山、ノ∴言霊，！∴∴∵∴！∵丁ご∵芸∵票して、一た浩三とんど虫が食べていた）を採集した。

河ノ酎こほど近い所で近道をし，アカネ科のカワラマツバ（Galium Verum．1．vaS。

asiaて：icumI抱ka土）（葉が細い）を採集した。道に出てまた近道をしたら，こんどは私

津の腰のたけほどもある葦原で，下にはアザミの大きいやつがあって，とても苦労し，おまけに

迷ってJβ分ほどさまよい歩いて，グックリなって通に出た。そのまま河原へ歩Lへてし1つてバス

が来るまで昼寝をした。晴れた空のもとで見ると，河原はさすがに高原という感じだった。

帰りは，湯之野を適って林田患泉を経て鹿児島へノミスで来たのだが，その車中では友達の居振り

顔をカメラで掃影した。

反省　の大体，山に行くわは初めてで，霧島の植物についての知轟もそう疾くをかったので，

ただ眺めて来たという感じだった。次ははっきりした目標をもって行きたい。

⑨22白湯之野一河原間で気付いたことだが道路靖に移植されていたミヤマキリシマが枯れかか

っている所があった。枯らすぐらいなら自然のままにしておいたほうがレハハのではないかと思う。

以上の記録は家に帰ってから幸いた日記や整理した標本をもとにして書いたが次回は現地でも

つと詳しい記録を辛きたいと思う。

血　夜　型　判　定

J‘ゲR　　中　間　幸・敏

我々生物部員は昭和3∫～37年まで利用して，血液型判定奇行をつ・た云∴

方法は毎年はぼ同様であった。

互）採　血　法

0人さし指をアルコールで消毒した．脱脂柵でふき，次に乾燥した脱脂綿でぬぐいとる。

0人きし指と親指で相手の糟の郷元から先の方におさえてきて，親指で爪先をひっかけ梢毒した

針で解く突き刺す。－〔図／〕

（この方法か耳からの採血よりも止血の点で簡単である。）

0かようにすると面は自然と出てくるが，もし出ぬ時は弾く圧迫するとよレ。

ゝ、rl－・てノガラス綾（軒端をノご一一ナでやき丸くしたもの）で両方に採る。

1．　－

＿　ノ，J　＿・．



0スライドグラスにA型血清（抗B血清）と事理血湾（抗A血澤）を一群ずつ二ヶ所に落す。

0これにガラス棒の血を別々に混ぜる。

日、・　　　　　一∴・′い‾‾一、二・

OAo Bo ABo O型の四種類に分けられる－〔臥㌫」へ

0凝集が不確定をものはルーペ又は低倍率の厨徴鏡で確認する。

A型血清　　B型血清

断二B）　　（抗A）

：二二二コ
A型血清　　B型血清

航B）　　壷A）

む ．彿 ・

〔図2j　　血液型「の判定

〔図／J

A表地1清　　　B型血清

（抗B）　　　（抗A）

；・　－　i

A型血臍　　B型血清

（抗B）　　（杭A）

匝司
1960～1962年間血液型判定結果

′9 占♂年 ′9 占′年 ／9 占2 年 3＿年間の痴 全国虜

血液型 人数 l 摩 人 数 恒 人　 数 多 　 ＼

A ／ダ J 7
日日 3 7

′J J ダ／ J g J g

B ム ／7 J ∠；lこ22 ∫ 9 ・／g ′　9 2 2　▼

A B J タ 2 2　 ／J J 占 ／／ ′／ ア

○ ／ダ 3 7 ゲご㌻！こZ g ア∫ J ク J J J ／

斎‾ 3 7 ／／ ′占J

′／

J J 2
／

．／

二；ニフ ／　 ′ノ

－J　7－



ア　ニ　ウ　　と　私

顧　問　　　越　山　正　三

私寸台津で育った。口で味わったバナナの味と，子供の頃からこの脈で見て来たアコウ木の印

象は，私にとっては牙二のふる塁にもひとしかった台湾の印象であった。，

アこ了ウの木の桑実巣の熟する頃ともなると，この実をついばみに来る小鳥たちの印象で更に思

応接藷覚の世界にまでくわこんで来る。

渡り鳥のツグミが狩れる頃，空気銃をひっ享けてIこの木の木蔭に視線を凝らしたものである。

台湾固有のツグミ大の小鳥に，白頭（ペクコウ）というのがいる。頭の頂点に白い毛がとび出し

ていて，愛婿のある鳥であるが，′J、鳥の世界の三つの声ではまちがいなく鐘を三つ怒らすつわも

のである。この鳥は必ず群坪する。この鳥力二たかる頃となれば，そのまま彼らの演奏会場と化し

てしまう恩である。台湾の人達の胃袋は大した食慾を展開する。膿骨料理や，アヒルの料理の屋

台店は7コウの大樹の木材によく店を並べてあった。

高校三年の折，友人三人と共に台湾の東海岸めぐりをしたことがわる3交通といえば，道のな

い海岸の砂浜をゆく，一枚故の大輪を索く，カンクリー牛車の軌む音である。

カナロンという小さをノ〈イワン族の部落に着き，駐在所のお世話で何とか家の一蘭に参りつい

た。自炊もすまして一山誌にある温泉の湧湯につかりに出かけた。仮小屋があり，男風呂，女風

呂と札はかかっていたものの，男風呂にノてイワンの女たちが入っていたので，あいていた女風呂

の動てつかって，旅のつかれをいやした。陽はもうとっぷり暮れていた。やがて水浴か．らあがっ

たパイワンの女たちは，屋外のアコウの木蔭で立話をしなから着換えをしていた。折からのちわ

い日光のおかげで，浮き彫少になった女裸形のシルエットは，おときの国の女群青のどとくにもみ

えた。ミケランヂエロや，ロダンの彫刻以上の生きたものの迫力があった。

シューベルトの歌曲の菩提樹の歌は，ドイツ語を習い桝はえの私共にとって愛唱歌のひとつで

あったが，その菩提樹の哀愁の恩を，かそかにもアコウの木にことよせたものである。すなわち

アコウこそは私共の青春を色どる薯接樹そのものであった。

そのような台湾の思出も，終戦の幕によってとざきれてしまった。

その頃の人達は次々と故人となってゆき，異境の果ての思出もだんだんうすれてゆく。

そのよう1をときに，鹿児島でみるアコウ木の姿は，台湾の思い出を現在の私とつをレナでくれる

唯一の存在である。

その種子は渡り鳥が運んでくれたのにちがいない。

東桜島な’どの海岸の石垣はアコウの気根でがっちりと抱かれて石垣にはなくてはならない栢物

とそってい‘る。南方ではシーズンがない為，シーズンのないこの頗物が，鹿児島のようなシーズ

ンに面喰って，時ならぬときに新芽を吹か’してLへる。

′ト・ト，と共に配給されるアコウの種子が，盛者芋塙工∴∵㍉㌃∴∴∴二一　′、ヱ二ノ′．．．．－．ノ　・．ノ1七万

－．フl一　一



鉾丸の生物部の部記名がアコウと決まってかどろいた。私の管い出を㌢ンポライズされてうれ

しかった。鮮丸の生物部は創立以来地匪な拾骨をしてし1る。卒業生甘それ萄恒十全酢て活動して

いる。後輩の活躍を許諾を通じて知ってくれよう。亦部話の交換によって今まで許諾の患送をう

けた高校生物部の方達に返礼の責を果たすことが出来よう。

生物の世界ととつ怨んでゆく者に光栄あれと祈ってやみません。

部　記　　　師：和3ワ年啓

ゲ月

0部員募集のポスターを貼る

0牙一回生物部会　津之地部長成立

0市内水＿上坂へ採集に

0採集会（寺山）

∫月

0市内稲荷川上流へ採集に

0藤島粟野岳へ採集に

占月

○カエルの骨格標本作製開始

0霧島粟野岳へ痍集に

7月

0施し、高校「野草展」を観覧

0霧島採集旅行　鹿児島駅→湯之野

湯之野二大浪池

湯之野→高千軒河原

→林田深泉→鹿児島

／／月0探鳥袴膠で海産物採集

0市内群海岸で海産物採集

0文化祭

0部諸原稀集め

′2月0和語発行予定

ープアー



鶴丸高等学校生物部員名簿
‾．－　　　＿＿‘．　＿．‾＿1　‾．l日　．‾ここ　一

／9　占　2年／2月現在

顧　　問　　　　越　山　正　三　　　　鹿児島帯革牟田町ゲク∫J

ク　　　　　　宮　地　伸　夫　　　　　ク　　　原良明／2．ダ　′

ROCM　　　　〔氏1名J

Jダ艮　　　　北　本　政　文　　　　鹿児島市玉里町′JJ

〃　　　　　中　間　事　故　　　　　〃′　　郎「ラ［即∵？ダノr〃

JJR　　　　川　野　勝　彦　　　　　ク　　　加治屋町。Z∫

JgR　　　　中　野　絃　子　　　　ク　　　上荒田町7、ヲ占

22R　　　　津之地　浪　穂　　　　日産郡松元呵上谷口9．∫／

コケR　　　　天　顔　ノ正　行　　　　鹿児島市塩屋呵j」ヲダ

〃　　　　　野　添　千代子　　　　ク　　　挿木町7、ヲJ

〃　　　　　富　国　清　子　　　　　〃　　　高麗呵／7（7

29R　　　　宇　和　誠　一　　　　　〃　　　呉服町／

ク　　　　　北　山　武　宣　　　　　ク　　　新照院町′　∫ぎ

〃　　　　　坂　元　　　　毅　　　　　〃

〃　　　　　　向　　　　静　代　　　　　　〃

／′R　　　青　山　昌　二　　　　　〃

〃　　　　　波多野　尚　樹　　　　　ク

／JR　　　　久　保　輝　也　　　　　〃

〃　　　　　前　田　宗　溝　　　　ク

ク　　　　　八　並　幸　夫　　　　　〃

／gR　　　大　川　和　夫　　　　ク

／9R　　　　中　内　孝　雄　　　　　〃

編　集　後　記

武呵∫7ク

常盤町JJダ　橋野方

常盤町，′　9

下荒田町7　ダク之占

原良呵／∫J‘

永吉町J弓∠占之′　　山田方

草牟田町ゲ4㌧フ∫

平之町／

山之口町′2　占

匹！，五年前から計画だけはされてきた部語が，先輩連の助言を受けながら，どうやら今日私達

の手で「拳こう」創刊号の発行までこぎつけた。

別にしろ初めての部諾発行であるため，原稀集めから発行虻でかなりの時間と労力を浪督した。

持寄やその他にまずい点が多かれ少なかれあるがたいへんうれしい。

叉部記名には，「あこう」・「ヒビスカス」その他二，三提案されたが，結局のこうは鹿児島に

多いので叉この部託がたぐましく牛黄するようにという意から，「を）こう」に決めた。

：辛三号……とこの吾誌たま歩登興させ上空と　己二．‘一心、‘’’　　　’ノーーrノE（r

・＝　マJつ

一‥12、‾‾　．ii二　rr一、－



三三≡≡≡三三≡：二，l

あ　こ　う　　創刊号

鹿児島県立鮮丸茂等学校生物部部詰

発行日；／グム2年／Jf主2グロ

解無事：拝之地　涙　声，大　帯　正　行

印　胡：腔児患雷山下刊7∫番地

明るレ窓枠　　音譜　豆、－7、ヲぎ∫

′味見省吾加治岸町損丸高等等守捏「物部
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